
 

第 1774回 例会 2025・9・9          ﾆｺﾆｺ 24，000  累計 189，000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間        内野 忍 

 

 

皆様こんにちは。 

先週は 4クラブ合同例会の市長卓話でしたが、

多くの会員の皆様に参加して頂きまして大変あり

がとうございました。 

早いものでもう 9月ですが 9月は暦の上では長

月と呼ばれ、夜が長くなると言うところから称さ

れたようです。本来ならば昼間の厳しい暑さから

日が暮れていくにつれ、涼しさを感じるようにな

るのでしょうが・・・今年はそれが何時になるの                     

でしょうかね？ 

 

 

 

 

本日は所沢ワルツ８階にございます「中華料理 

桃源酒家」代表取締役社長の竹花豊（たけはなゆ

たか）様に卓話講師として来ていただきました。 

竹花様は只の中華屋の社長ではなく、後ほど紹介

して頂けると思うのですが、大学卒業後警察庁に

入庁し、その後さまざまな職を歴任し、石原慎太

郎都政では副知事にもなられているという経歴の

持ち主ということで、その時のエピソードなど聞

かせて頂けたらと思っております。 

そして今月はロータリー特別月間として、基本

的教育と識字率向上月間です。 

世界では読み書きのできない１５歳以上の人の

数は７億７５００万人。これは全世界の成人の１

７％に当たります。しかも学校に通っていない子

供は世界に６７００万人いると言われています。 

地域社会が自力で学校を支え、教育における性

差別を減らし、成人の識字率を高められるよう支

援することがロータリーの目標の一つとなってお

ります。 

■出席報告 

月 日 9/2 

会員数 40 

出席者 28 

入会者数 0 

退会者数 0 

髙橋 和男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 会 当 番 記 念 祝 福 卓      話 

9/9 国際 RC2570 地区ﾛｰﾀﾘｰ

財団委員会 ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ委員会 

委員長 安斎 治一郎様 

9/16 例会取り消し 

9/23 例会取り消し 

 

＊9月ご夫人誕生 

小暮 幸子 須澤 弘子

徳江美和子 木下 真紀 

    



そのため、会員皆様から頂いている年会費のロ

ータリー財団寄付金で奨学金、教材や学用品の寄

付、奉仕プロジェクトを通じて世界中で教育支援

を行っております。 

そのロータリーの活動のいくつかの例といたし

ましては 

・学校を作る。 

 アフガニスタンでは、貧困の連鎖を断ち切り、

教育の不平等をなくすために女子学校を作りま

した。 

・成人のための教育。 

 アメリカデトロイトでは成人の半数以上が十分

な識字率を持たないと言われているため、成人

への個人指導を行う講師を募集し、研修を実施

しました。 

・学校における水と衛生設備の改善。 

 レバノンでは、生徒たちが元気に授業を受けら

れるよう、すべての公立学校にきれいな水を提

供する設備を整えました。 

これらの活動はロータリー会員の負担金によっ

て行っておりますので、会員皆様に感謝をいたし

まして、会長の時間とさせていただきます。 

 

幹事報告          徳江 和弘 

理事会報告 

       10.11月の卓話の講師選定・・・・・承認 

       秋のｺﾞﾙﾌ大会について・・・・11/4 の予定 

       9/30 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐訪問について・・・承認 

       10/14 市内３クラブ合同ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問 

  次回 ｶﾞﾊﾞﾅｰの方針を確認（必要） 

       台湾 吉安扶輪社記念式典訪問、調印式の年 

  12/5（金）～12/7（日） 

       会員増強委員長･･･２名の候補 

       12/14（日）子ども とうきち将棋大会 

              西ｸﾗﾌﾞ 担当 

       第 36 回所沢ｼﾃｲﾏﾗｿﾝ 1 万円 協賛 

 

理事会報告 

       更新された標準ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ定款 

       ﾛｰﾀﾘｰ文庫 2024-2025年度 決算報告書 

       米山梅吉記念館 館報 秋号 2025 Vol.46 

       基本的教育と識字率向上月間 ﾘｿｰｽのご案内 

       ﾊﾞｷﾞｵだより 2025年 9月号  Vol.110 

       新会員（入会 5年未満）研修ｾﾐﾅｰ 開始時間の

訂正のご案内・・・・登録 13；00 点鐘 13；30 

       第 13回日高 RCチャリティｺﾞﾙﾌ大会のご案内 

  10月 14日（火）高麗川ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

       青少年交換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ派遣学生「帰国報告会」 

（第 2回ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）のご案内 

       所沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ様から 

・所沢市内 3 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞがバナー公式訪問につ

いて 

・市内 3 ｸﾗﾌﾞ公式訪問例会申し込みについて 

       例会変更・・・・所沢 RC、新所沢 RC 

       週報・・・入間南 RC、新所沢ＲＣ 

 

     今日のソングリーダー     

 

 

 

＊ 所沢 RC 市川 雅己様 

 

お客様紹介    栗原 和明副会長 

   

本日のお客様を御紹介します。所沢ﾜﾙﾂ 8 階に

ございます「中華料理 桃源酒家」代表取締役社長

の竹花 豊様と 所沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの市川 雅己様で

す。 

どうぞ宜しく御願い致します。 

 



   

 

       竹花 豊様 

     

  

      市川 雅己様 

     

 

朝日 和久さん 

     内野会長 

         本橋 源太郎さん 

               堀江 大さん 

 ニコニコボックス        恒良 裕子 

所沢 RC 市川 雅己様 昨年度は、所沢クラフﾞ幹

事として、西クラブの皆様には大変お

世話になり、有難うございます。本日

は、私が日頃より、ご指導を賜ってお

ります、竹花社長のお話を聴きたくて

お邪魔しました。どうぞ宜しく御願い

します。 

内野 忍  竹花様、本日は卓話楽しみにしていま

すので、宜しく御願い致します。市川

さん、お出で頂きまして有難うござい

ます。 

徳江 和弘 竹花様、本日は宜しく御願いします。 

鈴木 真澄 市川様、竹花様、本日はお忙しい中当

ｸﾗﾌﾞの例会に参加頂き、有難うござい

ます。 

小暮 博攵 前回欠席 

大舘 信夫 前回欠席 

髙橋 和男 竹花様、本日は有難うございます。卓

話宜しく御願いします。   

恒良 裕子 竹花様、市川様 今日は宜しく御願い

します。 

鈴木 伴忠 竹花様 本日の卓話宜しく御願いし

ます。 

金岡 悟  竹花様 本日の卓話どうぞ宜しく御

願い致します。そして本日 竹花様を

御紹介して頂きました所沢 RC の市

川様ようこそ西 RC へ。ご紹介有難う

ございました。どうぞ楽しんでいって

ください。 

宮崎 光正 前回欠席しました。 

 

 

 

 

 

 



卓話  

「主体性を持った子ども達を育てよう」 

     中華料理 桃源酒家 

代表取締役 竹花 豊様 

   

 

 

 日本の子ども達は、自尊心がひどく低く、社会性

が乏しく、自立心が育たず、18 歳になっても大人の

自覚が乏しい傾向（各種調査が、アメリカ、中国な

ど他国と比べてそれを示している。）。 

 その原因は、学校、家庭、社会のいずれもが、過

保護に育て、子どもがこれから生きる現実社会で求

められる力を育てることに不得手なこと、学校での

勉強の出来不出来が子どもの価値を決めるような

風潮があることなど。 

 また、大人のだらしなさやいい加減さが子ども達

の目に日常的に映り、モデルとするような人間を見

出しにくいこと。 

 私の主宰する「おやじ日本」は、20 年前に設立し

た NPO で父親の子育て参加を促す活動をしてきた。 

 現在の主な活動は、「未来教室」という、企業の若

い方を学校につなぎ、実際の社会でどんな人間を求

めているかを授業してもらう活動が一つ（既に 3 万

5 千に以上の子ども達がその授業を受けている。）。 

 もう一つは、年に一度、子どもを巡る主要なテー

マについて、識者にお集まりいただき 2 時間半の大

議論を展開し、それをウエブなどで多くの方々に発

信する活動。これまでに 23 回実施し、今年は、「こ

んなことを子ども達に伝えたい大人もいる」と題し

て父の日の前の週に実施。 

 これまでの大会での議論で、子ども達に本気で大

事なことを伝え、子ども達に自分で考え決める力を

育てるのが大人の責任という結論を踏まえて、今回

は具体的な取り組みをしている大人に登場してい

ただき、その取り組みの意義を議論したもの。 

 一つは先に述べたおやじ日本の未来教室。 

 一つは、長年千葉を中心に、非行少年や不登校な

どの問題を抱えている子どもや親に本気で 24 時間

対応し、子ども達に君らを大事に思っている大人は

ここにいるぞというメッセージ－を発し続けてき

た、友懇塾の活動。 

 もう一つは、「監督が怒ってはいけない大会」を主

宰して 10 年、いろいろな議論を経てようやく理解

が広がり始めた運動を、元バレーボール日本代表の

益子直美さんが語る。 

 

 

 

 これらの取組みについて、パックンマックン、東

京オリンピック、パラリンピック組織委員会副事務

総長らが白熱の議論を展開。益子さんは、怒声や暴

力を受けるという指導方法で、何度もやめようと思

ったご自身の経験から、それではスポーツが持つ楽

しさや、人間的成長を促すなどの良さが失われてし

まうのではと話された。パックンはハーバード大学

のバレーボール部に所属、同じような経験をしたが、

監督が変わり、選手の主体性を尊重することで、そ

の部は圧倒的に強くなったことを話した（その他面

白い話は当日の議論を全文記した冊子を配布し、一

部紹介した。）。 

 いずれ、子育てを誰かに任せず、自分自身が一人

の大人として恥ずかしくないふるまいをすること

が、特別なことをすることが難しい普通の大人とし

て心しなければならないことを私の結論とした。 

 


